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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ
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リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの前提条件

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ピアリングセッションが確立されている必要
があります。

•（分散プラットフォーム用の）CEFまたは dCEFが、参加しているすべてのルータで有効
になっている必要があります。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの制限事項

•この機能で VRFにインポートできるのは、IPv4ユニキャストおよびマルチキャストのプ
レフィックスだけです。

•グローバルルーティングテーブルから IPv4プレフィックスをインポートするために、
ルータごとに最大 5つの VRFインスタンスを作成できます。

•この機能を使用して VRFにインポートされた IPv4プレフィックスは、VPNv4 VRFにイ
ンポートできません。

•グローバルプレフィックスは、この機能で BGP VRFテーブルにインポートできるよう
に、BGPテーブル内にある必要があります。

•この機能を使用して VRFにインポートされた IPv4プレフィックスは、2番目の VPNv4
VRFにはインポートできません。

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサポート
2

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサポート

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートに対する BGPサポートの前提条件

http://www.cisco.com/go/cfn


グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスのインポートに対する BGPサポートに関する情報

IPv4プレフィックスから VRFへのインポート
グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能により、インポートルートマップを使用して、IPv4ユニキャストプレフィックス
をグローバルルーティングテーブルからバーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルー
ティング/転送（VRF）インスタンステーブルにインポートする機能が追加されます。この機
能によりVRFインポートマップ設定の機能が拡張され、標準コミュニティに基づいて IPv4プ
レフィックスを VRFにインポートできるようになります。IPv4ユニキャストプレフィックス
および IPv4マルチキャストプレフィックスの両方がサポートされています。マルチプロトコ
ルラベルスイッチング（MPLS）またはルートターゲット（インポートまたはエクスポート）
コンフィギュレーションは不要です。

IPプレフィックスは、標準のシスコフィルタリングメカニズムでインポートマップの一致基
準として定義されます。たとえば、IPアクセスリスト、IPプレフィックスリスト、または IP
as-pathフィルタを作成して IPプレフィックスまたは IPプレフィックス範囲を定義した後、
ルートマップ内で 1つ以上のプレフィックスに match句の処理が行われます。ルートマップ
を通過するプレフィックスは、インポートマップコンフィギュレーションごとに指定された

VRFにインポートされます。

ブラックホールルーティング

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能は、ブラックホールルーティング（BHR）をサポートするように設定できます。
BHRは、管理者が、トラフィックをデッドインターフェイスや調査用の情報を収集するよう
に設計されたホストにダイナミックルーティングを行い、ネットワークへの攻撃の影響を軽減

することによって、不正な送信元からのトラフィックやサービス妨害（DoS）攻撃により生成
されたトラフィックなどの望ましくないトラフィックをブロックできる方法です。プレフィッ

クスが検索され、許可されていない送信元から届いたパケットがASICによってラインレート
でブラックホール化されます。

グローバルトラフィックの分類

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能は、実際の位置またはサービスクラスに基づいてグローバル IPトラフィックを分
類するために使用できます。トラフィックは、管理ポリシーに基づいて分類された後、異なる

VRFにインポートされます。たとえば、大学のキャンパスでは、ネットワークトラフィック
は、大学ネットワークと寄宿舎ネットワークのトラフィック、学生ネットワークと学部ネット

ワーク、またはマルチキャストトラフィック専用のネットワークに分割できます。管理ポリ

シーに従ってトラフィックが分割された後、ルーティング決定は、ポリシーベースルーティン
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グを使用したMPLS VPN--VRF選択機能、または送信元 IPアドレスに基づくMPLS VPN--VRF
選択機能で設定できます。

ユニキャストリバースパスフォワーディング

ユニキャストリバースパス転送（ユニキャストRPF）は、グローバルテーブルからVRFテー
ブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサポートを使用して任意で設定できま
す。ユニキャスト RPFは、送信元アドレスが転送情報ベース（FIB）内にあることを確認する
ために使用されます。ip verify unicast vrfコマンドはインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで設定され、各VRFで有効化されます。このコマンドには、ユニキャスト RPF確認
の後にトラフィックが転送されるかドロップされるかを判断するために使用されるpermitキー
ワードおよび denyキーワードがあります。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスのインポート方法

インポートする IPv4 IPプレフィックスの定義
IPv4ユニキャストまたは IPv4マルチキャストのプレフィックスは、標準のシスコフィルタリ
ングメカニズムを使用して、インポートルートマップの一致基準として定義されます。この

作業では、IPアクセスリストおよび IPプレフィックスリストを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
4. ip prefix-list prefix-list-name [seq seq-value] {deny network/length | permit network/length} [ge

ge-value] [le le-value]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

アクセスリストを作成して、VRFテーブルにイン
ポートする IPプレフィックスの範囲を定義します。

access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

例：

ステップ 3

•この例では、50の番号が付けられた標準アクセ
スリストを作成しています。このフィルタは、

Device(config)# access-list 50 permit 10.1.1.0
0.0.0.255 10.1.1.0/24サブネット内の IPアドレスを持つホ

ストからのトラフィックを許可します。

プレフィックスリストを作成して、VRFテーブルに
インポートする IPプレフィックスの範囲を定義しま
す。

ip prefix-list prefix-list-name [seq seq-value] {deny
network/length | permit network/length} [ge ge-value] [le
le-value]

例：

ステップ 4

•この例では、COLORADOという名前の IPプレ
フィックスリストを作成しています。このフィ

Device(config)# ip prefix-list COLORADO permit
10.24.240.0/22 ルタは、10.24.240.0/22サブネット内の IPアド

レスを持つホストからのトラフィックを許可し

ます。

VRFおよびインポートルートマップの作成
インポートに対して定義された IPプレフィックスは、その後、ルートマップ内で match句の
処理が行われます。ルートマップを通過する IPプレフィックスは、VRFにインポートされま
す。グローバルルーティングテーブルから IPv4プレフィックスをインポートするために、
ルータごとに最大 5つの VRFを設定できます。デフォルトでは、VRFあたり最大 1000プレ
フィックスをインポートできます。この制限は、VRFごとに 1～ 2,147,483,647プレフィック
スの範囲で変更できます。プレフィックスインポート制限を 1000よりも大きくする場合は注
意してください。ルータが過剰な量のプレフィックスをインポートするように設定すると、正

常なルータの正常な動作が中断する場合があります。

MPLSコンフィギュレーションもルートターゲット（インポートまたはエクスポート）コン
フィギュレーションも必要ありません。

インポートアクションは、新しいルーティングアップデートが受信されたとき、またはルー

トが除去されたときにトリガーされます。最初のBGPアップデート期間中は、BGPがコンバー
ジェンスをより迅速に実行できるように、インポートアクションが延期されます。BGPがコ
ンバージェンスを実行すると、インクリメンタル BGPアップデートがただちに評価されて、
認定されたプレフィックスが受信と同時にインポートされます。

次の syslogメッセージが、グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィックスのイ
ンポートに対する BGPサポート機能で導入されました。このメッセージは、ユーザ定義の制
限よりも多くのプレフィックスがインポートで使用できる場合に表示されます。

00:00:33: %BGP-3-AFIMPORT_EXCEED: IPv4 Multicast prefixes imported to multicast vrf
exceed the limit 2
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プレフィックス制限を増やすか、またはインポートルートマップフィルタを微調整すると、

候補ルートの数を削減できます。

•この機能で VRFにインポートできるのは、IPv4ユニキャストおよびマルチキャストのプ
レフィックスだけです。

•グローバルルーティングテーブルから IPv4プレフィックスをインポートするために、
ルータごとに最大 5つの VRFインスタンスを作成できます。

•この機能を使用して VRFにインポートされた IPv4プレフィックスは、VPNv4 VRFにイ
ンポートできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip vrf vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. import ipv4 {unicast |multicast} [ prefix-limit] map route-map
6. exit
7. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
8. match ip address {acl-number [acl-number | acl-name] | acl-name [acl-name | acl-number] |

prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name]}
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRFルーティングテーブルを作成し、VRFの名前
（またはタグ）を指定します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 3

• ip vrf vrf-nameコマンドは VRFルーティング
テーブルおよびCEFテーブルを作成し、その両Router(config)# ip vrf GREEN

方のテーブルに、vrf-name引数を使用して名前
が付けられます。この両方のテーブルには、デ
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目的コマンドまたはアクション

フォルトのルート識別子の値が関連付けられて

います。

VRFインスタンスのためのルーティングテーブルお
よびフォワーディングテーブルを作成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

•ルート識別子の引数を設定するには、2つの形
式があります。例で示されているような

Router(config-vrf)# rd 100:10

as-number:network number（ASN:nn）の形式、ま
たは IP address:network number（IP-address:nn）
の形式で設定できます。

IPv4プレフィックスを、指定したルートマップで
フィルタ処理して、グローバルルーティングテー

ブルから VRFテーブルにインポートします。

import ipv4 {unicast |multicast} [ prefix-limit] map
route-map

例：

ステップ 5

•ユニキャストプレフィックスまたはマルチキャ
ストプレフィックスを指定します。

Router(config-vrf)# import ipv4 unicast 1000 map
UNICAST

•デフォルトでは、最大 1000のプレフィックス
がインポートされます。1～ 2,147,483,647のプ
レフィックスの制限を指定するには、prefix-limit
引数を使用します。

•この例では、通過した最大 1000のユニキャス
トプレフィックスをインポートするルートマッ

プを参照しています。

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、グ
ローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 6

あるルーティングプロトコルから別のルーティング

プロトコルへルートを再配布する条件を定義する

か、ポリシールーティングをイネーブルにします。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

Router(config)# route-map UNICAST permit 10

ステップ 7

•ルートマップ名は、ステップ 5で指定された
ルートマップと一致する必要があります。

•この例では、UNICASTという名前のルートマッ
プを作成しています。

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで

宛先ネットワーク番号のアドレスが許可されている

match ip address {acl-number [acl-number | acl-name]
| acl-name [acl-name | acl-number] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name]}

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

ルートを配布し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。

例：

Router(config-route-map)# match ip address 50
• IPアクセスリストと IPプレフィックスリスト
の両方がサポートされています。

•この例では、標準アクセスリスト 50を使用し
て一致基準を定義するようにルートマップを定

義しています。

現在のルートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 9

Router(config-route-map)# end

入力インターフェイスのフィルタリング

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能は、グローバルに、またはインターフェイス単位で設定できます。性能を最大限に

高めるために、この機能を入力インターフェイスだけに適用することを推奨します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. ip policy route-map map-tag
5. ip verify unicast vrf vrf-name {deny | permit}
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：

ステップ 3

Router(config)# interface Ethernet0/0

インターフェイスでポリシールーティングに使用す

るルートマップを特定します。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 4

•この例では、UNICASTという名前のルートマッ
プをインターフェイスに接続しています。

Router(config-if)# ip policy route-map UNICAST

（任意）指定された VRFのユニキャスト Reverse
Path Forwardingの確認をイネーブルにします。

ip verify unicast vrf vrf-name {deny | permit}

例：

ステップ 5

•この例では、GREENという名前の VRFの確認
をイネーブルにしています。確認を通過したト

ラフィックは転送されます。

Router(config-if)# ip verify unicast vrf GREEN
permit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Router(config-if)# end

グローバル IPプレフィックスインポートの確認
グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能で設定されたVRFに関する情報を表示し、指定したVRFテーブルにグローバル IP
プレフィックスがインポートされていることを確認するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf vrf-name}
3. show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを有効にします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Device# enable

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサポート
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ステップ 2 show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf vrf-name}

VPNアドレス情報を BGPテーブルから表示します。出力には、インポートルートマップ、トラフィック
タイプ（ユニキャストまたはマルチキャスト）、デフォルトまたはユーザ定義のプレフィックスインポー

ト制限、インポートされた実際のプレフィックスの数、および個別のインポートプレフィックスエントリ

が表示されます。

例：

Device# show ip bgp vpnv4 all

BGP table version is 15, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 100:1 (default for vrf academic)
Import Map: ACADEMIC, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 6/1000
*> 10.50.1.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.50.2.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.50.3.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.60.1.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.60.2.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.60.3.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
Route Distinguisher: 200:1 (default for vrf residence)
Import Map: RESIDENCE, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 3/1000
*> 10.30.1.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.30.2.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.30.3.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
Route Distinguisher: 300:1 (default for vrf BLACKHOLE)
Import Map: BLACKHOLE, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 3/1000
*> 10.40.1.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.40.2.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.40.3.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
Route Distinguisher: 400:1 (default for vrf multicast)
Import Map: MCAST, Address-Family: IPv4 Multicast, Pfx Count/Limit: 2/2
*> 10.70.1.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.70.2.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i

ステップ 3 show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]

定義された VRF、および関連付けられたインターフェイスを表示します。出力には、インポートルート
マップ、トラフィックタイプ（ユニキャストまたはマルチキャスト）、およびデフォルトまたはユーザ定

義のプレフィックスインポートリミットが表示されています。次の例では、UNICASTという名前のイン
ポートルートマップが IPv4ユニキャストプレフィックスをインポートしており、プレフィックスイン
ポートリミットが 1000であることを示します。

例：

Device# show ip vrf detail

VRF academic; default RD 100:10; default VPNID <not set>
VRF Table ID = 1
No interfaces
Connected addresses are not in global routing table
Export VPN route-target communities
RT:100:10

Import VPN route-target communities
RT:100:10
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Import route-map for ipv4 unicast: UNICAST (prefix limit: 1000)
No export route-map

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの設定例

例：グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスの
インポート

次に、IPプレフィックスリストとルートマップを使用して、ユニキャストプレフィックス
を、greenという名前の VRFにインポートする例を示します。

この例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始します。

!
ip prefix-list COLORADO seq 5 permit 10.131.64.0/19
ip prefix-list COLORADO seq 10 permit 172.31.2.0/30
ip prefix-list COLORADO seq 15 permit 172.31.1.1/32
!
ip vrf green
rd 200:1
import ipv4 unicast map UNICAST
route-target export 200:10
route-target import 200:10
!
exit
!
route-map UNICAST permit 10
match ip address prefix-list COLORADO
!
exit

例：VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートの確認
show ip vrfコマンドまたは show ipbgp vpnv4コマンドを使用すると、プレフィックスがグロー
バルルーティングテーブルからVRFテーブルにインポートされていることを確認できます。

次の出力例では、UNICASTという名前のインポートルートマップが IPv4ユニキャストプレ
フィックスをインポートしており、プレフィックスインポート制限が 1000であることを示し
ます。

Device# show ip vrf detail

VRF green; default RD 200:1; default VPNID <not set>
Interfaces:
Se2/0

VRF Table ID = 1
Export VPN route-target communities
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RT:200:10
Import VPN route-target communities
RT:200:10

Import route-map for ipv4 unicast: UNICAST (prefix limit: 1000)
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
VRF label allocation mode: per-prefix

VRF red; default RD 200:2; default VPNID <not set>
Interfaces:
Se3/0

VRF Table ID = 2
Export VPN route-target communities
RT:200:20

Import VPN route-target communities
RT:200:20

No import route-map
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
VRF label allocation mode: per-prefix

次の出力例は、インポートルートマップ名、プレフィックスインポート制限、インポートさ

れたプレフィックスの実際の数、および個別のインポートエントリを示します。

Device# show ip bgp vpnv4 all

BGP table version is 18, local router ID is 10.131.127.252
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 200:1 (default for vrf green)
Import Map: UNICAST, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 1/1000
*>i10.131.64.0/19 10.131.95.252 0 100 0 i
*> 172.16.1.1/32 172.16.2.1 0 32768 i
*> 172.16.2.0/30 0.0.0.0 0 32768 i
*>i172.31.1.1/32 10.131.95.252 0 100 0 i
*>i172.31.2.0/30 10.131.95.252 0 100 0 i
Route Distinguisher: 200:2 (default for vrf red)
*> 172.16.1.1/32 172.16.2.1 0 32768 i
*> 172.16.2.0/30 0.0.0.0 0 32768 i
*>i172.31.1.1/32 10.131.95.252 0 100 0 i
*>i172.31.2.0/30 10.131.95.252 0 100 0 i

内部 BGP機能に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

「Cisco BGP概要」モジュールBGPの概要

「基本 BGPネットワークの設定」モジュール基本的な BGP設定作業
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


マニュアルタイトル関連項目

「iBGPマルチパスロードシェアリング」モジュー
ル

iBGPのマルチパスロードシェアリン
グ

「外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの
接続」モジュール

サービスプロバイダーへの接続

『IP Routing: Protocol-Independent Configuration
Guide』

複数の IPルーティングプロトコルに適
用する機能の設定

RFC

タイトルRFC

『Application of the Border Gateway Protocol in the Internet』RFC
1772

『Experience with the BGP Protocol』RFC
1773

『BGP-4 Protocol Analysis』RFC
1774

『Guidelines for Creation, Selection, and Registration of an Autonomous System (AS)』RFC
1930

『A Framework for Inter-Domain Route Aggregation』RFC
2519

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

『Capabilities Advertisement with BGP-4』RFC
3392

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
4271

『BGP Support for Four-octet AS Number Space』RFC
4893

『Textual Representation of Autonomous system (AS) Numbers』RFC
5396

『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』RFC
5398
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 :グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレ
フィックスのインポートに対するBGPサポート機能に
より、インポートルートマップを使用して、IPv4ユ
ニキャストプレフィックスをグローバルルーティング

テーブルから VPNルーティング/転送（VRF）インス
タンステーブルにインポートする機能が追加されま

す。

この機能は、CiscoASR1000シリーズのアグリゲーショ
ンサービスルータで導入されました。

この機能により、次のコマンドが導入または変更され

ました。debug ip bgp import、import ipv4、ip verify
unicast vrf

Cisco IOSXE
Release 2.1

グローバルテーブルか

らVRFテーブルへの IP
プレフィックスのイン

ポートに対する BGPサ
ポート
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http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn
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